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修
会
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期

 
 

 
 

 
 

 
 
間

 
定
員

 
研
修
場
所

 
参
加
対
象
者
等

 

大
学
生
登
山
リ
ー
ダ
ー
春
山
研
修
会

 
7
日
間

 
5
月

20
日
（土

）～
26
日
（金

） 
30
名

 
登
山
研
修
所

 

剱
岳
周
辺

 
各
大
学
が
推
薦
す
る
男
女
学
生
で
登
山
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
等
に

1
年
以
上
所

属
し
、
活
動
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
若
し
くは
リ
ー
ダ
ー
候
補
者

 
春
山
研
修
会

 
…

 
「雪

上
研
修
コ
ー
ス
」「
山
岳
ス
キ
ー
研
修
コ
ー
ス
」を
設
定

 
夏
山
研
修
会

 
…

 
「登

は
ん
研
修
コ
ー
ス
」「
縦
走
研
修
コ
ー
ス
」を
設
定

 
冬
山
研
修
会

 
…

 
「雪

上
研
修
コ
ー
ス
」を
設
定

 

大
学
生
登
山
リ
ー
ダ
ー
夏
山
研
修
会

 
7
日
間

 
8
月

26
日
（土

）～
9
月

1
日
（金

） 
30
名

 
登
山
研
修
所

 

剱
岳
周
辺

 

大
学
生
登
山
リ
ー
ダ
ー
冬
山
研
修
会

 
7
日
間

 
3
月

10
日
（土

）～
16
日
（金

） 
30
名

 
登
山
研
修
所

 

大
日
岳
周
辺

 

 
安
全
登
山
普
及
指
導
者

 

中
央
研
修
会
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第
1
回

 
3
日
間

 
6
月

23
日
（金

）～
25
日
（日

） 
35
名

 

登
山
研
修
所

 

・周
辺
山
域

 

所
属
団
体
の
所
属
長
等
推
薦
す
る

 
（
ア
）
都
道
府
県
山
岳
連
盟
（協

会
）・
各
山
岳
会
（
ク

ラ
ブ
）の
リ
ー
ダ
ー
若
し
くは
リ
ー
ダ
ー
候
補
者

 
（
イ
）小

学
校
・中

学
校
・高

等
学
校
・高

等
専

門
学
校
等
の
野
外
活
動
及
び
登
山
（山

岳
）部

の
指
導
者

 
（ウ
）大

学
の
登
山
活
動
を
行
う

ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
等
の
指
導
者
（顧

問
・
コ
ー
チ
等
）
・
在
籍
１
年
以
上
の
リ
ー
ダ
ー
・
リ
ー
ダ
ー

候
補

 
（
エ
）
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
野
外
活
動
担
当
者
及
び
地
域
・
職
域
に
お
け
る
登

山
の
指
導
者

 
（
オ
）
そ
の
他
中
高
年
登
山
者
（
中
高
年
安
全
登
山
指
導
者
講
習
会
修
了

者
を
含
む
）の
指
導
に
携
わ
る
者

 
 

第
2
回

 
3
日
間

 
11
月

3
日
（金

）～
5
日
（日

） 
35
名

 

中
高
年
安
全
登
山

 

指
導
者
講
習
会
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東
部
地
区

 

（静
岡
県
） 

3
日
間

 
9
月

22
日
（金

）～
24
日
（日

） 
50
名

 
静
岡
県

 

竜
爪
山
周
辺

 
地
域
、
職
域
等
に
お
け
る
中
高
年
登
山
ク
ラ
ブ
（
グ
ル
ー
プ
）
の
リ
ー
ダ
ー
・
指
導
者
、
都
道
府

県
山
岳
連
盟
（協

会
）の
関
係
者
、
都
道
府
県
・市

区
町
村
の
関
係
者
（登

山
担
当
者
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
）
、
旅
行
会
社
等
が
主
催
す
る
中
高
年
を
対
象
と
し
た
ツ
ア
ー
登
山
の

関
係
者
（企

画
担
当
者
、
引
率
者
等
）、
そ
の
他
中
高
年
登
山
の
指
導
に
関
わ
る
者

 
西
部
地
区

 

（山
口
県
） 

3
日
間

 
10
月

7
日
（土

）～
9
日
（月

） 
50
名

 
山
口
県

 

陶
ヶ
岳
周
辺

 

山
岳
遭
難
救
助
研
修
会

 
5
日
間

 
10
月

16
日
（月

）～
20
日
（金

） 
40
名

 
登
山
研
修
所

 

雑
穀
谷
等

 

山
岳
遭
難
救
助
組
織
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
（警

察
・
消
防
・
自
衛
隊
等
職
務
で
山
岳

遭
難
救
助
に
携
わ
る
者
、
民
間
救
助
組
織
に
お
い
て
携
わ
る
者
） 
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安
全
登
山
普
及
指
導
者
中
央
研
修
会

 
…

 
地
形
図
を
中
心
に
登
山
計
画
を
立
案
し
て
、
チ
ー
ム
全
体
を
安
全
に
率
い
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
指
導
・普

及
を
図
る
コ
ー
ス
と
岩
場
等
に
お
け
る
ロ
ー
プ
を
用
い
た
安

全
確
保
を
中
心
に
、
そ
の
理
論
的
裏
付
け
と
技
術
を
身
に
付
け
指
導
・普

及
を
図
る
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
を
設
定
、
同
様
の
内
容
で

2
回
開
催
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中
高
年
安
全
登
山
指
導
者
講
習
会

 
…
…

 
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
・ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
、
開
催
都
道
府
県
（教

育
委
員
会
）と
共
催
（主

管
：開

催
都
道
府
県
山
岳
連
盟
） 

【主
催
事
業
（講

師
研
修
会
）】

 

読
図
（6
月

13
日
～

15
日
）、
救
助
技
術
Ⅰ
（9
月

26
日
～

28
日
）、
救
助
技
術
Ⅱ
（1

0
月

14
日
～

15
日
）冬

山
（2
月

20
日
～

23
日
） 

【共
催
事
業
】 

全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

 
…

 
7
月

7
日
（金

） 
ス
ポ
ー
ツ
庁
・警

察
庁
・消

防
庁
・気

象
庁
等
と
の
共
催
事
業
（東

京
都
内
開
催
） 

チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
チ
ェ
ン
ジ
！
真
夏
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

 
…

 
8
月

8
日
（火

）～
16
日
（水

） 
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家
と
の
共
催
事
業

 

ジ
ュ
ニ
ア
登
山
教
室

in
立
山

 
…

 
8
月

17
日
（木

）～
20
日
（日

） 
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
・ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
と
の
共
催
事
業

 

安
全
登
山
の
た
め
の
公
開
講
座

 
…
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
と
の
共
催
事
業

5
月
～

11
月
（全

国
12
都
市
で
開
催
） 

問
い
合
わ
せ
先
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栃木県那須町の雪崩事故を踏まえた対応について 

 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 国立登山研修所 

 

【今年度の取組】 

（１）安全登山普及指導者中央研修会（第１回）における、高等学校の教職員を対象とした新た 
な研修内容の企画・実施 

期日：6月 23日（金）～25 日（日）   

会場：登山研修所及び周辺山域  募集人員：35名（33 名参加、うち、高等学校教員 8名） 

・「高校山岳部等での安全対策について」の講義を実施し、安全登山の手立てとしての体制 

作りや家庭との連携、安全管理などについて話題提供を行った。 

・教職員間で部活動運営や登山指導について意見交換を行う時間を設けた。 

 

（２）安全登山普及指導者中央研修会（第２回）における、高等学校の教職員を対象としたコー 
スの新設 

期日：11月 3日（祝）～5日（日）   

会場：登山研修所及び周辺山域  募集人員：35名 

・「高等学校等教職員研修コース」を新たに設けた。 

・第 1回同様に「高等学校山岳部等での安全対策について」の講義を実施することに加え、 

登山に関する基礎的な事柄を学んでもらうために、「登山の仕組み」「プランニング」の 

講義を実施する予定である。 

・実技を通して、知識や技術、体力面で未熟な高校生を引率するということを念頭においた 

山行中に想定される危険や安全管理について実践してもらうとともに、研究協議（グルー 

プディスカッション）により、危機管理についての意識を高めてもらうことをねらう。 

 

（３）「高等学校等安全登山指導者研修会」の新規開催 

期日：12月 10 日（日）、11日（月）  

会場：国立オリンピック記念青少年総合センター  募集人員：50名程度 

  ・登山経験の浅い教職員が山岳部等の顧問となり、指導者となるケースが見られることか 

ら、登山に関する基礎的な事柄についての学習を通し、安全な登山の指導者としての資質 

向上を図る。 

・「登山の基本」「積雪と雪崩」「登山の医学」などの分野のうち、基礎的なものを予定して 

いる。また、グループディスカッションを通して、危機管理に関する意識を高めることも 

ねらう。 

 

（４）冬山に関する講義資料を用いた情報提供（ホームページ上）の実施 

・国立登山研修所で現在行っている冬山に関する研修会（大学生登山リーダー冬山研修会） 

で使用している講義資料（「雪氷学の基礎（仮）」「冬山の気象（仮）」「雪崩リスク管理 

（仮）」等）、をホームページに掲載し、情報提供を行う。 














